
◎演習（NEQとDQEの計算）

　NEQおよびDQEでは，各物理測定の結果を使用するため，表計算ソフト（Excel）のみの演

習となる．NEQでは，式（5 ·4）のように presampled MTF，NNPSの結果を使用し，DQEで

は，式（5 ·1）のようにNEQの値を入射フォトン数で除する．

〔1〕「NEQ_DQE計算演習.xls」Excelファイルの説明

　「NEQ_DQE計算演習.xls」は，「入力用シート」，「NEQ結果」，「DQE結果」の三つのシート

に分かれている．

　　「入力用シート」・・・各測定結果や測定条件を入力するシート

　　「NEQ結果」・・・NEQの結果を表示するシート

　　「DQE結果」・・・DQEの結果を表示するシート

であり，二つの結果シートでそれぞれの計算を行っている（結果シートのみシートが保護され

ている）．

　基本的動作は，まず，エッジ法による presampled MTFの空間周波数ピッチを，線形補間を

用いてNNPSと同一の2fint間隔の空間周波数ピッチに変換した後，基本式に従ってNEQを計算

する．そして，入力されたX線質，X線量（単位指定可），距離補正などから，入射量子数を算

出し，NEQをこれで除することでDQEを算出する．

〔2〕測定結果の入力（NEQの算出）［　］はセルの番地を示す．

①　DRシステムのサンプリングピッチ（mm）を入力．［D1］

　サンプリングピッチとピクセルピッチは同義とする．

　ナイキスト周波数（ Fny = 1/(2 × pixel pitch)）［J1］，空間周波数ピッチ（2fint =

0.02/(pixel pitch)）［J2］と空間周波数［F5：F28］を表示（図 1）．

②　エッジ法（スリット法）のExcelファイルの presampled MTFの測定結果を，空間周波数

［B列］と結果［C列］の 2列分コピーして，本Excelファイルのシート “入力用シート”の

空間周波数［B5］に，「形式を選択して貼付」の「値のみ」にてペーストする（図 2(a)）

（presampled MTFの測定結果からナイキスト周波数 “以上”までを含む空間周波数範囲を選

択すること）．

　図 3(a)のように，元データである presampled MTFと空間周波数ピッチでまとめられた

ナイキスト周波数までの補間された presampled MTF，“interpolated”が表示される．

③　NNPSのExcelファイルから，測定結果（空間周波数ピッチ（2fint）でまとめられたもの

で，複数回加算平均したもの）をコピーし，本 Excelファイルの “入力用シート”の

［D1］

［J1，J2］

自動計算

0.1①　sampling pitch （mm）

5
0.2

Nyquest Freqency （cycles/mm）
2fint （cycles/mm）

図1　サンプリングピッチの入力と，ナイキスト
周波数（Fny）と空間周波数ピッチ（2fint）
の算出
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［G5～］に「形式を選択して貼付」の「値のみ」にてペーストする（図2(b)，図3(b)）．

　これらの入力により〔NEQ結果〕のシートに，NEQの結果［C3：C26］が示される

（図 4）．

〔3〕入射フォトン数の計算（DQEの算出）

④　X線質を選択［J7］

　図 5に示すように［L2］からの表に示されている一般撮影系（RQA3，RQA5，RQA7，

RQA9），マンモグラフィ（RQA-M1，RQA-M2，RQA-M3，RQA-M4，Mo/Rh，Rh/Rh，

W/Rh，W/Al）から番号を参照し選択し，［J7］に入力する．このX線質により単位面積，

単位線量当たりフォトン数が決定される．

⑤　線量の単位を選択［J16］

　IEC62220シリーズの入射フォトン数は単位マイクログレイ（µGy）当たりのフォトン数

であるため，線量計の表示値から必要に応じ変換しなければならない．よって，図 6に示

すように線量単位を番号で入力する．

（a）入力用シート［B5］ （b）入力用シート［G5］

図2　（a）presampled MTFデータと（b）NNPS
データの入力（貼り付け）例
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図3　（a）presampled MTFと，NNPSと同じ空間周波数ピッチで補間された
　　MTFのグラフ
（b）グラフ表示された NNPSデータ
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図4　NEQの結果とグラフ

入力用シート［J7］

④　X線質の選択（1–12）

線質の選択（1―12）

1 RQA3
2 RQA5
3 RQA7
4 RQA9

5 Mo/Mo（RQA-M1）
Mo/Mo（RQA-M2）
Mo/Mo（RQA-M3）
Mo/Mo（RQA-M4）

6
7
8
9 Mo/Rh

10 Rh/Rh
11 W/Rh
12 W/Al

IEC-62220-1,1-3一般撮影領域

IEC62220-1-2マンモグラフィ領域6
（右より選択）

図5　X線質の選択例と IEC62220シリーズで規定される X線質

入力用シート［J16］

⑤　線量計の単位
1．mR，2．C/kg，3．Gy 1

⑥　測定線量 24.67

⑦　測定点と入射表面の焦点からの距離
線量計の測定点（mm） 500

ディテクタ表面までの距離（mm） 660

⑧　吸収物質などによる補正係数 0.841

図6　⑤線量単位の番号，⑥線量計読み値，⑦距離の
補正および⑧吸収物質などによる補正値の入力
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　mR → µGyへの換算

・1R = 2.58 × 10−4C/kg（SI単位）．

・W値（空気中で1イオン対を生成するのに必要な平均エネルギー）= 33.97 eV

・1 eV = 1J/C

・吸収線量1Gy = 1 J/kg

　よって， 1R = 2.58 × 10−4 × 33.97 J/kg = 0.008764 J/kg，ゆえに， 1mR = 8.764

µGyである．

　µC/kg → µGyへの変換

　　上記W値より，1µC/kg → 33.97µGy

⑥　測定線量：線量計の読み値を入力する．［J18］（図6）

⑦　測定点と入射表面との距離の補正［J22：23］（図6）

　距離の逆2乗則による入射表面上への補正を行う．

　補正係数=（焦点–測定点間距離）2 ÷（焦点–ディテクタ表面間距離）2

⑧　吸収物質等による補正係数［J25］（図6）

　測定上取り除くことが困難な付属品（CRリーダタイプのカバー，マンモグラフィの天板

など）の線質ごとの吸収係数を求め，入射表面線量を補正する．吸収物質がない場合は 1

を入力する．

　以上の入力により〔DQE結果〕のシートに，DQEの結果［C3：C26］が示される（図 7）．
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図7　DQEの結果とグラフ
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